
新宿区地区計画①

百人町三丁目28番地
の区立ふれあい公園

まちづくりのあゆみ
昭和47年 広域避難場所に指定     
昭和56年 防火地域に指定
昭和59年 新宿区「百人町三・四丁目地

区整備構想」発表     
平成2年 都市居住更新事業（住宅市街

地総合整備事業）整備計画承
認

 百人町三・四丁目地区地区計
画都市計画決定     

 都市防災不燃化促進事業開始
平成4年 百人町ふれあい公園開園
平成7～8年 ポケットパーク（一部）整備
平成10年 住宅市街地総合整備事業事業

期間延伸     
平成12年 都市防災不燃化促進事業終了
平成14年 住宅市街地総合整備事業の事

業期間延伸   
平成15年 百人町三・四丁目地区地区計

画変更決定     

　百人町三・四丁目地区地区計画

　百人町三・四丁目地区は、地区の一部が広域避難場

所に指定されたことを契機として、道路・公園の整備

と不燃化促進のまちづくりが進められてきました。

　平成2年には、建築研究所跡地活用を含めた都市居

住更新事業（住宅市街地総合整備事業）の整備計画と

ともに、広域避難場所としての機能強化と良好な居住

環境の整備の保全・改善

を目標とした地区計画が

策定されました。

　地区整備計画では、区

画街路の配置・規模や建

築物の壁面の位置の制限

などを定めています。

百人町三丁目の
ポケットパーク

百人町三丁目の
まちの将来イメージ



■計画図（1）地区施設の配置

50cm以上の壁面後退

・沿道の建築に合わせて、主要な道路（区画街路）の整備を進めます。

1.区画街路の整備を進めます。区画街路の整備を進めます。

【地区施設の整備】

【壁面の位置の制限】

・細街路に面した敷地での壁面後退を定め、避難路の確保や快適な道路空間の
整備を進めます。また、防火地域の指定（都市計画）により、建築物の防災
性の向上を図ります。

2.木造住宅地の防災性の向上を図ります。木造住宅地の防災性の向上を図ります。

地区計画の特徴は『修復型』。地区計画と整備事業を組

み合わせて、安全で快適な居住環境を整備していきます。

・防災や居住環境に配慮した公園・街区公園・ポケットパークの整備を進めます。

3.公園等のオープンスペースの整備を進めます。公園等のオープンスペースの整備を進めます。

良好な居住環境の整備
－屋根、壁面の色彩の制限－

地区整備計画内の建築物のイメージ



■計画図（2）壁面の位置の制限

良好な居住環境の整備
－壁面の位置の制限－

－垣・さくの制限－

地区計画で定められた
南北方向の細街路

修　正

手続きの流れ－事前相談から工事着手まで－

工 事 着 手

計画内容の変更など

建 築 確 認 申 請

計　画

不適合

確認済証の交付

※建築確認が必要な場合（建物の新増改築、用途変更など）

※新宿区では、できるだけ建築確認申請の前に地区計画の事前
　相談・届出をお願いしています。

建築基準法、条例に基づく審査

適　合

届出内容の審査

修正の指導
※地区計画に適合しな
い場合は、区長が勧告
することがあります。

事 前 相 談

届　出
（工事着手の30日前まで）

ポケットパーク



百 人 町 三 ・ 四 丁 目 地 区 地 区 計 画
都市計画決定　平成 2 年 1 月26日　新宿区告示第 14 号
都市計画変更　平成15年11月  7日　新宿区告示第449号〔新宿区決定〕

名　　　称
位　　　置
面　　　積

百人町三・四丁目地区地区計画
新宿区百人町三丁目、四丁目及び高田馬場四丁目各地内
約30.6ha

地区計画の目標

土地利用の方針

地区施設の整備の方針

建築物等の整備の方針

位　　置
面　　積
種　　類

道　　路

壁面の位置の制限

建築物等の意匠の制限

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

地
区
整
備
計
画

地
区
施
設
の
配
置
及
び
規
模

建
築
物
に
関
す
る
事
項

垣又はさくの
構造の制限

　建築研究所跡地を利用した都営住宅の建替え、木造住宅地区の不燃化整備により広域避難場所
としての機能強化を図る。
　また、地域特性に応じた建築物等に関する制限及び区画街路・街区公園の整備を行い、良好な
居住環境の保全及び改善を図ることを目標とする。
　木造住宅地区については、現行の土地利用を基本とし、建築物の不燃化、更に居住環境の保全
及び改善を図る。
　建築研究所跡地については、防災に配慮した公園として利用する他、都営住宅建替用地、移転
用住宅用地（木造住宅地区内の道路・公園事業用）として利用する。

　無秩序な建替えによる居住環境の悪化を防止し、震災時の塀の倒壊や落下物に対する安全性の
向上を図るため、地区の特性に応じ建築物等に関する整備を図る。

　計画図（２）に表示の壁面の位置の制限を定める道路に面する建築物に対して以下のように制限
する。
一階部分　道路境界線から建築物の壁又はこれに代わる柱の面までの距離の最低限度は0.5mとする。
二階以上　道路境界線から建築物の壁若しくはこれに代わる柱又は庇、出窓、ベランダ等の先端ま

での距離の最低限度は0.5mとする。

新宿区百人町三丁目、四丁目及び高田馬場四丁目各地内
約30.6ha

　屋根、壁等の色彩は、良好な居住環境に相応しい落ち着いた色合いのものとする。

　垣若しくはさくは、生垣あるいはフェンス、金網等の形状のものとする。ただし、コンクリート・
ブロック造、石造等これらに類する構造の部分の高さは0.6m以下とし、門柱にあってはこの限り
ではない。

「計画区域、地区施設の配置及び規模は計画図（１）に、壁面の位置の制限、建築物等の意匠の制限及び垣又はさくの構造の制限を定
める区域は、計画図（２）に表示のとおり」
理　由：　良質な市街地住宅の供給と居住環境の整備を図るとともに、避難場所としての機能を強化することを目的として総合的に調

和のとれたまちづくりを行う。また、災害時の防災機能強化のため地区施設の位置を変更する。

　地区内の防災に配慮した避難路のネットワーク化を図るとともに、安全で利便性の高い歩行
者・車両動線を確保していくために、区画街路を体系的に整備する。
　(1)　通過交通を排除しつつ地区内の各住宅団地への車両動線を確保するための道路（地区内主
要道路）を整備する。

　(2)　地区内の公園、公開空地等のオープンスペースを結びつけ、避難時の安全性を高めるため
に、地区の東西、南北を結ぶ道路（区画街路）を整備する。

　(3)　木造住宅地区内の行き止まり道路の解消を図る。
　また、避難空地面積を確保するとともに、居住環境の向上を図るために、地区内の公園を体系
的に整備する。
　(1)　建築研究所跡地内に防災に配慮した公園を設け、できるだけ緑を保存し、他の既存公園や
大規模敷地内のオープンスペースとのネットワークを形成していく。

　(2)　木造住宅地区の建て詰まりを解消し、安全で快適な住宅地としていくために、街区公園、
ポケットパーク等を整備する。

名　称
区画街路　１号
区画街路　２号
区画街路　３号
区画街路　４号
区画街路　５号
区画街路　６号
区画街路　７号
区画街路　８号
区画街路　９号
区画街路１０号
区画街路１１号

幅　員
１２ｍ
１２ｍ
１２ｍ
１２ｍ
１２ｍ
　５ｍ
　９ｍ
　８ｍ
　６ｍ
　６ｍ
１０ｍ

延　長
約２８５ｍ
約６３０ｍ
約５３０ｍ
約　９０ｍ
約２００ｍ
約１３５ｍ
約２５０ｍ
約　７５ｍ
約２６５ｍ
約　６０ｍ
約３４５ｍ

備　考
拡　　　幅
拡　　　幅
拡幅・新設
拡　　　幅
拡　　　幅
新　　　設
新　　　設
新　　　設
新　　　設
新　　　設
一部拡幅
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